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今年度要求のポイント

事 業 名 放課後児童対策事業（のびのびルーム）

教育委員会事務局
事 業 費

関連事業
事業期間 　H　～　H　　

2,486

教育委員会事務局

放課後ルーム事業

放課後児童対策事業（美原区域）

放課後子どもプランモデル事業

教育委員会事務局

事業目的

のびのびルーム新築外工事、既存施設の改修・整備を
行い、年次的に待機児童の解消を図る。放課後子どもプ
ランモデル事業の実施をふまえ、その検証を行う。

修繕料

賃金

事業内容

国の放課後子どもプランの放課後児童健全育成事業(放課後児童クラ
ブ)として、本市で実施している「のびのびルーム事業」は、小学校に
就学している留守家庭児童の放課後における健全な育成、また児童が
安全に過ごすことのできる環境を整備し、これにより保護者が安心し
て就労でき、子育て支援が図られる。

3,138

2,452 3,130

放課後等における児童の健全育成と子育て支援を図るため、小学校の
余裕教室等を活用して、児童の安全確保を図り、主に集団による遊
び・スポーツ活動等を行い、自主性・社会性・協調性を養う。

(平成24年度)
　利用学年　1年生～6年生（放課後ルーム実施校は1年生～3年生）
　実施校数　76校（美原区を除く）
　開設時間　平日は放課後～午後6時
　　　　　　土曜日・長期休業中は午前8時30分～午後6時
　　　　　　※平成23年度は午前9時～午後6時
　　　　　　　（夏期休業中のみ午前8時30分～午後6時）
　負担金　　月額8,000円　減額免除制度あり
　　　　　　（保険代含・別途おやつ代徴収）

8,551

1,244,467 1,384,490

2,688

既存施設の改修や整備を行い、待機児童の
解消を図る。

【今後（25年度～）】

その他　特記事項

H23年度から放課後子どもプランモデル事業を実施
　H23年度　1校でモデル実施
　H24年度　10校でモデル実施（継続1校含む）

旅費、印刷製本費、通信運搬費

スケジュール（経過及び今後展開）

その他

合計

H9年度から事業実施
利用児童数7,030人（23年5月1日現在）

放課後児童対策事業管理運営業務委託料

空調機清掃業務手数料

空気環境調査業務

一部負担金口座振替収納手数料

施設修繕料、物品修繕料

利用申込受付業務（5人×77日）

全体事業費

1,244,302

主な要求内容

負担金収納システム保守・機器保守業務

冷暖房空調設備保守点検業務委託料

【経過（～23年度）】 【24年度】

手数料 3,225 2,841

委託料 1,227,753

項目

・継続的かつ安定的に指導員を確保するために、指導員の時間単価を860円（本市の短期
臨時職員の単価に合わせる）に増額
・要配慮児童の受入れを促進するために、加配指導員を増員
・年次的に待機児童の解消を図るために、既存施設の改修や整備
・開設時間の延長を図るために、土曜日・長期休業中の開設時間を午前8時30分～午後6時
に変更（夏期休業中のみ平成22年度から実施済）

23年度予算 24年度要求額 内容・積算等

平成24年度要求額

マスタープラン
３つの挑戦

区分
新規・拡充・重点

－

整理番号 38 - 039

平成22年度決算額

局・課名子育て
マスタープラン

施策番号
教育委員会事務局・放課後子ども支援課3 2

3 1

1,372,693

1,384,490

平成23年度予算額

(単位　千円)

1,244,467

（単位：千円）


